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  【考察】

今回の研修では、支えあう町づくりをめざして～グループホームが出来る事から始めよう～

をテーマに、三分科に分かれて、色々な施設や事業所の発表を聞く事が出来ました。私は、第

三分科会に参加し｢地域交流への試み｣という題材を基に研究発表をさせて頂きました。発表後

座長より、「地域との交流を継続させる為に、工夫している事はありますか？」という質問が

あり、「お礼状や、次回の行事のご案内を送る事で、継続して参加して頂けるようになり、地域

のボランティアの方々や、保育園の方々の方から声を掛けて下さるようになりました。」と回答

すると、「胸を打たれる回答でした。今、どこの施設でも行事等1回やったら終わりで、その後

のアフターケアが出来ていないのが現状です。そんな中、熱心に取り組んでいるので、とても素

晴らしと思います。」とお褒めのお言葉を頂き、今回の研究発表が出来て良かったと思いました。

  その他の施設の発表を聞き、支えあう町づくりをめざす為には、グループホーム側から、積極

的に地域に密着し、アプローチをしていかなければならないと感じました。

また、グループホームの存在を地域の方々に知って頂き交流を深め、認知症への周知・理解を今

以上に高める事。それと共に、入居者様が本当に望むケアを行い、望む生活が送れるよう、みん

ながみんな同じではなく、個々の生活歴、生活習慣に合わせた生活をして頂ける様、普段から小

さな変化に気づけるよう、ケアしていきたいと強く思いました。

  また、地域との交流も大切ですが、御家族や医療との密な連携もとても大切な事であり、その

方だけではなく、御家族との関係を深める事により、入居者様・御家族と職員の間に信頼が生ま

れ、その方らしい生活が送れるよう支援していけるのではないかと感じました。

今回の研修に参加することにより、入居者様の為に今、最適な生活支援とは何なのか、改めて

考えさせられました。また、認知症介護指導者の方々の意見等も聞けて、私自身にとっても、と

てもスキルアップする為の良い経験が出来たと思っております。

  研修内容

  ＜青森県認知症グループホーム大会＞

テーマ：支えあう町づくりをめざして～グループホームが出来る事から始めよう～
【研究・事例発表(分科会)】

    第三分科会～本人の望む生活と地域とのかかわり～

     ＜演題＞                                     ＜施設名＞

1、 本人の望む生活とは                           グループホーム 南部山さきおりの家

   ・本人の望む生活を模索する中で、学業療法のツールを利用し実践したことにより、入居者様

の生活に活気がみられる等と大きな変化があり、職員の思う生活ではなくその方が今、望む生

活を実現できるのではないかと考え、職員にとってもその方を個として見ること、理解するこ

とが出来たと今回の研究で実感したそうです。私のホームではレク活動中心に活動してきたの

で、学業療法にも新たな可能性があると知り、これを機会に実践して行きたいと思いました。

2、 認知症とひとり暮らしを支えるために           住宅介護支援事業所 ピース

・対象者3名の方々は、身内の他界によって一人暮らしになり、一人では困難なことが増え、

認知症進行や家族や関係者への負担が増えている。本人の一人暮らしを支える為に、家族や

関係者の理解、協力、地域の方々の理解や協力促進が必要だと発表されておりました。

この発表を聞き、家族や関係者だけでは支えきれない部分があると思い、地域への呼びかけ、

啓発活動がこれからもっと必要であると、再認識出来ました。

3、 顧客満足度のアップを目指して                 グループホーム小春びより1号館

・普段、暴言が目立ち、孤立しがちな入居者様が個別外出で、友人のお寺を訪れた際、会話の

  中から、この方がどういった社会、人の繋がりの中で生きてきたかが伺え、改めてこの方が、

  グループホームという慣れない環境の中で苦悩しているのかを実感した。そのお陰で、その

人らしい生活とは何か現在行っているケアと理想とするケアの差を見つめ直すことが出来た

と発表されていて、私達は今、本当にその方の望むケアが出来ているのか深く考えさせられ

ました。私達が良かれと思い行っているケアは、本当は本人が望んでいることではないのか

もしれない。現状の課題をもう一度見直し、私も顧客満足度アップを目指し、試行錯誤して

いかなければならないと思いました。

4、 安心して眠りたい                             グループホームあんずの家

・夜間行動障害が多く現れる入居者様を対象に、行動障害の種類・原因・睡眠パターンを調べ、

話をよく聞く・意思を尊重する・否定しない・安眠への支援を行った結果、行動の障害が起

こる原因、きっかけを探ると共に、心に寄り添うケアを行い、介護者の関わり方がいかに影

響を与えていたかを知ることができた。また、寄り添うケアの重要性を確信し、今後のケア

の方向性を示すことができた。と発表されていた。私も、日々生活を支援して行く中で、介

護者の態度や雰囲気で、行動障害を誘発する事もあれば、軽減する事もあると思い、認知症

高齢者の心身の安定を図る為には、介護者側がその人を理解しようとする姿勢、その人の思

いを尊重した関わりがとても重要だと思いました。

5、 地域交流への試み                             グループホーム 南寿の里 丘の家

6、 その人らしく安心して生活出来るケアを提供するために    グループホーム小春びより2号館

    ・職員の大幅な人事異動により、入居者様の行動障害の悪化や行動の変化がみられるようにな

      り、どのような変化があったのか、また、それに対する対応はどのようなものが有効である

      か原因と対応について検討した。職員間での入居者様に対する理解の程度の差がある事に気

づき、環境変化を最小限にとどめる事で、安全、安心、楽しいケアが出来るのではないか。

      と、発表された。入居者様にとって環境の変化は生活して行く上で、一つの問題であると今ま

では深く考えていませんでしたが、この発表を聞き、もっと考えて行かなければならないと思

いました。

 【シンポジウム】

三分科全体で集まり、各分科会の座長から研究発表を終えてのまとめ、感想を聞かせて

頂きました。
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